
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

124 ○ 管理経費

分野別目標 4 ○ 法定受託事務

政 策 4

施 策 4

基本方針 1

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel） 梶本　陽司（435-1352） 「３つの約束・４４の約束」との関連性

関連課 まちを元気に 人を元気に 非該当

○

４４の約束 ○

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 当初予算 決算 決算 計画 決算

19,190 14,433 19,806 13,227 31,299 31,299

- - 3.2% 58.0% 0.0%

32,312 29,556 29,556 25,825 25,825 25,825

430 2,147 2,147 1,780 1,780 1,780

32,742 31,703 31,703 27,605 27,605 27,605

800
19,190 14,433 19,806 13,227 30,499 31,299
4.36 3.89 3.89 3.47 3.47 3.47

0.20 1.05 1.05 0.95 0.95 0.95

３　目標及び実績
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度目標値 100 100 100 100

実績値 117

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度 117.0%

年度目標値 3 3 3 3

実績値 5

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度 166.7%

年度目標値 145,148 137,507 133,688 129,795

実績値 162,689

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度 89.2%

年度目標値 2,297 3,698 4,398 5,099

実績値 509.69

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度 22.2%

単位

実
施
内
容

・平成２５年５月３０日「ご
み減量アクションプラン」策
定
・資源集団回収奨励金制度の
継続
・小学生及び幼児向け出前講
座開催
・広報グッズ（フラッパー、
クリアファイル、ハンドタオ
ル、名前シール）の作成
・事業系及び家庭廃棄物に係
る意見聴取会の設置
（廃棄物減量等推進審議会で
審議）
・ごみ減量推進員制度の開始
・ごみ減量推進員研修会の実

・資源集団回収奨励金制度の
継続
・小学生及び幼児向け出前講
座開催
・広報グッズ（フラッパー、
クリアファイル、ハンドタオ
ル、ボールペン、缶バッジ）
の作成
・事業系及び家庭廃棄物に係
る意見聴取会の開催
（廃棄物減量等推進審議会で
審議）
・ごみ減量推進員研修会の実
施
・ごみ情報サイトの運営
・リリクル通信の発行

･資源集団回収奨励金制度の継
続
・小学校、幼保育園への環境
教育出前講座の実施
・リリクル通信年3回の発行
・ＨＰリリクルネットの充実
・ごみ減量推進員制度の実施
・事業系・家庭系廃棄物に係
る意見聴取会の実施
・一般廃棄物所る基本計画策
定支援事業の実施
・リリクルクッキングの実施
･環境保全促進助成事業の実施
･ごみ分別ブック作成業務委託

平成27年度事業の継続（ごみ分
別ブック作成業務委託除く）

前年度事業の継続

平成29年度

計画

0.0%

25,825

事業費 31,299

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

伸び率（％）

3

活
動
指
標

そ の 他

出前講座回数

0.95

リリクル通信発刊回数

指標名及び達成状況

国庫支出金

県支出金

27,605

人件費

常勤職員

非常勤職員

144.0%

消耗品費　3,479千円、印刷製本費　6,400千円、手数料　2,728千円、業務委託料　9,141千円　等

3.47

回

小計

事
業
費
等
 
千
円

3

平成26年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

619.09

成
果
指
標

単位 回

31,299一般財源（税等）

市　　債

141,344

100

144

主な予算内訳

1,780

100.0%

集団回収量

総発生ごみ量（一般廃棄物）（平成２３年度見直し）

単位 トン

単位

146,076

96.7%

20.6%

2,998

トン

事業進捗管理シート

ごみ減量推進事業
事業区分(1)

事業経費

その他

循環型社会の形成

自然環境と都市基盤が調和した快適なまち

その他

○

款

事業種別

ごみ減量の推進

事業区分(2)
自治事務

自然環境・資源循環型社会の形成

清掃費

目 清掃総務費

一般会計

衛生費

会計・
予算区分

事業期間 ～ 大事業

項

清掃総務事業

平成２７年度 平成２８年度平成２５年度 平成２６年度

廃棄物処理法

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
　和歌山市一般廃棄物処理基本計画において、中長期的なごみの減量化を推進することとし、削減
率３０％を目標とした事業内容を展開する。また、広く市民に理解を深めてもらうため、集団回収
や出前講座等の市民参加型事業を行う。
　環境教育としての小学校や幼保育園への出前講座の実施
　平成２５年１１月１９日には「ごみ減量推進員」発足会を開催し、地域においてごみについての
エキスパートとなる人材を育成し、市民と行政とのパイプ役として活躍してもらう。
　一般ごみに多く含まれる生ごみの削減、水分の削減を広く啓発する施策を行う。

　３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、和歌
山市のごみを減量するため、広く市民に理解を深めてもらう。

一般廃棄物課

産業を元気に

会計

平成２９年度

ごみ減量推進事業事項

一般廃棄物処理基本計画

３つの約束


